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ある今，問われるべきは「いかにインプロやワー

クショップ的な手法を現場に持ち込むのか」だけ

ではなく，「パフォーマンスという観点からは，

介入研究はいかにあり得るのか」や「インプロや

ワークショップの限界とは何か」といった問いに

ついても議論するべきであろう。

　社会・文化的アプローチではこれまでも，コー

ルの第五次元（Cole, 1996），エンゲストローム

の発達的ワークリサーチ (Engeström, 2001) など，

発達的な時空間をデザインすることを試みた先駆

的な実践が複数行われてきた。本企画ではこうし

た知見からの新たな取り組みとして，パフォーマ

ンスの時空間の創造としての介入研究の可能性に

ついて考える。長期的な介入の観点としてのパ

フォーマンス概念の可能性のみではなく，そこで

の困難や，今後の実践の可能性について，フロア

との議論を通して検討したい。

公園で放課後を過ごす中学生への “学習” 支援：

英語ダンス教室における実践の記録

 広瀬拓海・香川秀太

Holzman（2009）の若者を対象とした発達的

活動には，All Stars projectにおける「YO!」や，

「ASTSN」といった取り組みがある。これらの背

景には，学習・発達を，社会的・制度的に過剰決

定されたアイデンティティや情動をパフォーマン

スによって再創造することとしてとらえる哲学お

よび，このような意味での学習・発達の機会を，

学校外の場において社会的に奪われた人種的マイ

ノリティの若者の存在がある。近年，日本におい

ても経済的な格差が社会問題化しはじめている。

これらの格差は，日本においても子ども達の学校

活動への発達的介入を考える
―「発達の最近接領域」の観点から―
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　近年，ヴィゴツキーの「発達の最近接領域

（ZPD）」概念はホルツマンによって「パフォーマ

ンス」の時空間として再解釈され，注目を集めて

いる（e.g., Holzman, 2009）。パフォーマンスの時

空間という考え方によってZPDは，支援者によっ

て「測定」されたり「支援」されたりするものか

ら，実践者らによって「創造」されるものへと転

換したといえるだろう。

　こうした潮流において現在，パフォーマンスの

時空間を創造するための手法として，インプロ及

びそれを題材としたワークショップ形式の実践

が注目されている（Lobman& Lundquist, 2007）。

こうした試みの多くは，単発的な企画として実

施される（e.g., 上田・中原，2013；有元・岡部，

2013）。

こうしたインプロ的な手法は，確かに対象につ

いての固定化された見方から脱し，新たな関係性

を模索するための手法として有用なものであり，

また直接的には協働しないがその後も互いに影響

し合う「触発型のネットワーク」を形成する場と

しての機能も指摘されつつある（青山ら，2012）。

しかしインプロやワークショップを，単発の企画

としてではなく実践現場への長期的な介入の手法

として捉えた場合，ただインプロ活動やワーク

ショップを実施するのみではなく，「それによっ

て実践現場に何が起こったのか」や，「インプロ

やワークショップは実践現場にとって“何”であっ

たのか」，そもそも「なぜ研究者の介入が必要だっ

たのか」といったことも併せて考えていく必要が

ある。インプロという手法がパフォーマンスや

「学びほぐし」のための方法論として広まりつつ
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外の体験格差としてあらわれ，特に情動性・社会

性といった面での発達格差をもたらすと考えられ

る。

話題提供者はこのような関心のもと，2014年

３月から，放課後の時間に公園で屯する若者を主

な対象とした計６回の活動を実施してきた。これ

は，調査対象者の「英語学習」に対する感情の再

創造を目的として，彼らが「興味あること」とし

て語った「ダンス」を活動の基礎に，外国人ダン

サーがダンスを英語で教える学習活動を組織した

ものである。外国人ダンサーとのやりとりの中

で，子ども達がデタラメや片言で英語を「話して

いる」状態を作り出すことによって，学校での経

験を通して形作られた彼らにとっての英語学習の

意味が解放され，新たに創造されることが期待さ

れた。

本シンポジウムでは特に，これらの活動に子ど

も達を参加させることや，ダンスというアクティ

ビティに子ども達を巻き込むうえでの困難に注目

してこの活動の経過を報告する。そしてそれらを

通して，日本においてこのようなタイプの学習の

場を学校外に組織していく上で考慮すべき点につ

いて議論したい。

パフォーマンスとしてのインプロを長期的に創造

し続ける: 方法論から遊びの道具へ

 木村大望

　話題提供者は，2010年10月にインプロチーム

SAL-MANEを組織した。発足当初のチームは，

子どもから大人までを対象とした対外的なワーク

ショップ活動を積極的に行っていた。インプロ

は「学びほぐし」の方法であり，それを通じた自

他の学びや変容が関心の中心であった。しかし，

2012年に話題提供者が海外のインプロショーを

鑑賞したことをきっかけに，チームは定期公演を

主軸としたパフォーマンスとしてのインプロの追

究へ活動の方向性をシフトさせた。ここでインプ

ロはチームにとって「遊び」の道具となり，そ

れ以前の方法論的理解は後景に退くこととなっ

た。それに伴い，チームの活動は対外的なワーク

ショップ活動から対内的な稽古的活動に転換して

いく

　このようにSAL-MANEの活動はインプロを方

法論的に用いて第三者の学習を支援するための場

づくりから，チームに携わるメンバー自らがパ

フォーマンスを「創造」する場づくりへ変遷して

いる。この背景には，インプロに対するメンバー

の理解や認識の変化が密接に関連している。イン

プロを手法として用いながら，自らがインプロに

よって変容した事例と言えるだろう。

本シンポジウムでは，この経過の中で生じた可

能性と課題・困難について報告する。

パラダイムシフトする「場」：21世紀のドラマへ

 　　　　　　　　　　　　　佐々木英子

2000年前後から，同時多発的に世界各地で急速

に発達してきた応用演劇という分野がある。この

多元的な分野は，演劇を応用した，特定のコミュ

ニティや個人のための参加者主体の参加型演劇で

あり，産業演劇とは一線を画している。この現象

は，急速なグローバルチェンジの波を生き延びる

ための，多様性の中で相互作用によりオーガニッ

クに変容し，持続可能な未来を「再創造」しよう

とする人類の知恵かもしれない。

話題提供者は，英国にて，応用演劇とドラマ教

育を学ぶと共に，それに先駆け，2000～2003年，

この21世紀型ドラマの「場」を，社会への「刺

激」として，勉強会を行い身の丈で提案活動をし

た経験がある。社会から突然変異と見られたその

活動は，子ども時代，正に「ZPD」において手を

差し伸べられず，発達しようとする内的衝動が抑

圧され腐らされるような苦痛の中，どうすれば生

き延びるかを，体験と観察，思考を積み重ねた末

に行った自分なりの代替案でもあった。

　本シンポジウムでは，提案活動のきっかけと

なった自身の子ども時代のドラマ体験，2001年

の発達障害の子ども達が参加した演劇，また，最

近では2014年に中学校で行った異文化コミュニ

ケーション授業を通して経験・観察された可能性

や困難などについて報告する。


